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○ 模擬授業を行うことで，授業の流れや発問に
ついてより考えることができました。グループに
分かれて意見を出し，他のグループの話も聞け，
より考えることができました。森先生の話は，い
つも理解しやすく心にストンと落ちる内容です。
最後の板書をもとにした授業の発問などは，本
当に分かりやすくねらいにせまっていけるものだ
と思いました。自分がこの授業でどこを変えたら
よいか，モヤモヤしていたものが，一気に解決で
きた気分でした。ありがとうございました。

○ 授業者の先生の子どもに問い返しながら深め
ていく姿勢が素晴らしいと思いました。また，一宮
中の取組からフリートークや22の鍵等色々と参
考にさせていただきたいと思いました．森先生の
お話は，いつもながら本当に勉強になりました。
また，整理をして学校の方で伝えていきたいと思
います。

○ 模擬授業についてグループで協議できたこと
で，自分の授業として考えることができました。ま
た，森先生のお話を聞いてさらに考えを深めるこ
とができたと思います。行動面だけを生徒が語る
ことが多く，そこからねらいとする価値について
語るための問い返しや，補助発問を考えることの
大切さを改めて感じました．一宮中学校の取組
を知ることができ，自校にも生かしていきたい
と思います。

【主題名】支え合いの中で B－（６）

【教材名】「愛」（「新しい道徳２」東京書籍）

【ねらい】自分のおじさんの，姉の命を大切に思う気持ちや深い愛情について触れ，感謝の気持
ちを持って過ごしていこうとする主人公の姿を通して，人への感謝の思いを素直に表
現しようとする心情を育てる。

【指導上の工夫】

○ 自分自身との関わりで考えるための工夫
・心情カードを活用し，自分だったら…ということを考えさせる。

・切り返しや補助発問をたくさん取り入れ，本音に迫れるようにする。

○ 多面的・多角的に捉えるための工夫
・本校で作成している「道徳の授業の一宮スタイル（スタンダード）」

の中のキーワードを活用する。

・中心発問では個人でじっくり考えさせた後，グループで意見交流し，

さらに考えを深めさせる。（司会カード活用）

○ 主題に迫るための工夫
・健おじさんの優しさや思いやりの気持ちがどこから来ているのかと

いうことを考えさせることで，自分自身もたくさんの人の思いやりに

支えられていることに気付かせ，その思いに応えていくためにはど

ういう行動をしていくべきなのかを考えさせる。

高知大学 森 有希 准教授

道徳科の学習活動（自分との関わりで考える，多面的・多角的に考える）
を意識して指導方法の工夫を考える。

【例】

・ 発問：深めたり，広げたり，揺さぶったりする発問や問い返しを考える

・ 活動：ペア・グループトークの導入，思考ツールの活用など

※ 指導のねらいに即して必要かどうか吟味する（活動ありきではない）

※ 時間内に授業を終えるよう，発問や活動を絞る

（指導案に時間配分を記入，中心発問に重点をおく 等）

・ 板書：視点や立場の違い， また，価値に対する＋と－の思いなどを書き分ける

※ 児童生徒に向き合い，意見を受け止めるために，板書は必要なことに留める
（授業者が一人の場合）

・ 座席：児童生徒が意見交流しやすいように机の配置を工夫する（コの字型など）
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協議の視点

○ 自分自身との関わり
「人と人との支え合いの大切さ」ということについて，自分自身と
の関わりで考えていたか。

● 多面的・多角的な思考
これまでの学習を思い出しながら，「周りの人からの思いやりに
応える」ということについての考えを多面的・多角的に広げていたか。

☆ 「自分を見つめる時間」の確保がなされていた。

☆ 生徒の発言を生徒に問い返していくことが思考を深める手立

てとなっていた。

☆ 生徒の声をつなぐ大切さを改めて実感した。

☆ どの発問も生徒自身が自分に置き換えられる内容であった。

★ 中心発問への補助発問として，「健おじさん」「母親」「私」など，

どのように構成していくべきか再度整理してはどうか。例えば，

「健おじさん」と「母親」の思いやりの双方向の視点など。

★ 中心発問（「私も大勢の人を愛せる人になります。」という言葉

にはどんな思いがこめられているのでしょう。）にある「大勢の人」

という言葉の捉えが難しかった。


